











── 『主の晩餐の秘義』をめぐって : 総論 ──
原　田　浩　司
は じ め に
本論文は，十六世紀から十七世紀にかけて活躍したスコットランドの牧師ロバート・ブ








 1 正式な表題は ‘The Mystery of the Lord’s Supper : Sermons on the Sacrament preached in the Kirk of 
Edinburgh by Robert Bruce in A.D. 1589’。
 2 たとえば，二十世紀スコットランドの礼拝学の第一人者，William D. Maxwellによる『スコット
ランド教会における礼拝史（原題 : A History of Worship in the Church of Scotland, Oxford University 
Press, 1955）』にブルースの名は出てこない。また『スコットランド礼拝史研究（原題 : Studies in the 
History of Worship in Scotland, T & T Clark, 1984）』でも，十六～十七世紀を執筆担当した Gordon Don-
aldsonもブルースについては一切言及していない。さらに，George B. Burnetはその著『スコットラ
ンドの改革教会における聖餐（原題 : The Holy Communion in the Reformed Church of Scotland 1560-
1960, Oliver & Boyd, 1960）』で，一か所だけブルースについて言及する部分があるものの，それはブ
ルースが初めて聖餐式を執行した際のエピソードであり，彼の聖餐論が呈示されているわけではな
い（40頁）。またWilliam McMillanによる『スコットランド改革教会の礼拝 1550-1638（原題 : The 
Worthip of the Scottish Reformed Church, 1550-1638, The Lassodie Press, 1931. ）』でブルースが扱われる
のは，聖餐の文脈ではなく「按手礼による牧師任職」の問題について論じる場面である（pp. 346-7）。
このように，スコットランドでも二十世紀の実践神学領域では，ブルースの聖餐論はほとんど無視
されていたことが伺える。またブルースについて記された単行本は D.C. MacNicol, Robert 
Bruce : Minister in the Kirk of Edinburgh, The Banner of Truth Trust, 1961. の一冊しか存在しない。






ンスの編集によるものであり，これは最初に 1958年に James Clarke社から出版され，そ
















 3 例をあげれば，Ian H. Murray, A Scottish Christian Heritage, The Bunner of Truth Trust, 2006. では，
第二章がブルースの生涯が丁寧に記されている（pp. 37-72.を参照）。また，Malcolm Maclean, The 
Lord’s Supper, Mentor, 2009, pp. 89-91，および，Ian D. Campbell & Malcolm Maclean （ed.）, The People’s 













 4 Robert Bruce, （ed. Thomas F. Torrance）, The Mystery of the Lord’s Supper, Rutherford House & 






























 6 この部分は，基本的に I.R. Torrance, ‘Bruce, Robert （c.1554-1631）’, Dictionary of Scottish Church 






























































ストン（John Livingstone : 1603-72）による次の回想がこの説教集の序文の中で引用され
ている :「わたしは何度もロバート・ブルース師の説教を聞いたが，個人的な意見を申し
上げれば，使徒たちの時代以降，これほどまでに力強く語る人は一人もいなかったであろ





 8 Bruce, op. cit., p. viii.
 9 ヘンダーソンは「国民契約」の締結（1638年）の主導者であり，『厳粛な同盟と契約』（1643年） 
の起草者，そして 1643年 7月から開催されたウェストミンスター神学者会議にスコットランドから
の特命委員を務めた長老派の牧師。
10 F.D. Douglas, ‘Henderson, Alexander （1538-1646）’, Dictionary of Scottish Church History & Theology, 
p. 397.を参照。
11 Bruce, op. cit., p. viii. 





































































































16 Ibid., pp. 30-31. 





































































21 Ibid., pp. 35-36.

































23 Ibid., p. 38.

































25 Ibid., p. 39.



































































27 Ibid., p. 41-42


































































30 Ibid., p. 47-48.































































33 Ibid., p. 61
34 「生きているのは，もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるのです。
わたしが今，肉において生きているのは，わたしを愛し，わたしのために身を献げられた神の子に
対する信仰によるものです」（ガラテヤ 2 : 20）





























く，キリストが」（ガラテヤ 2 : 20）という霊的リアリティを内的に感得することが要請
される。彼は，主の晩餐に参与する時だけでなく，主の晩餐に与る前から備えるべき真剣
な信仰姿勢を問う。この強調点は，先の「恵みの契約」に対し，人間の側の応答，すなわ
ち「行いの契約」と類比させることができる。主の晩餐において，聖霊の働きにより「キ
36 受胎告知の場面での御子の受肉における聖霊の働きについては，ルカによる福音書 2章を見よ。
また使徒信条において「主は聖霊によりてやどり」と告白される通りである。
37
20
̶ ̶
リストのすべて」を与える神の恵みが強調されればされるほど，ますます，人間の信仰的
応答としての「悔い改め」の準備も強調され，どちらか一方だけを強調し過ぎることは，
ブルースにとっては，バランスを欠くことである。それゆえ，ブルースの第一説教では「契
約」の語が使用されることはないものの，「契約神学」の構造を具えた聖餐論が提示され
ており，サクラメントを神と人との「契約関係」の中で捉え直す必要性を示している，と
言うことができる。さらに，このことから，十七世紀以降，スコットランドを席巻する契
約神学の萌芽をこの中にも見出すことができよう。
今日の日本においても，改めて「契約」の観点から聖餐について再考する必要がある。
特に，ブルースが強調する「準備」を，私たちがどれだけ真剣に取り組んでいるかについ
ては，しっかりと吟味しなければならない。
『主の晩餐の秘義』の第二から第五説教において論じられる，聖餐論の「各論」につい
ては，次の機会に論じることにする。
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